
30 
 

 

厚生労働科学研究費補助金（移植医療基盤整備研究事業） 
分担研究報告書 

研究課題：非血縁者間末梢血幹細胞移植における末梢血幹細胞の効率的提供と至適な 
利用率増加に繋がる実践的支援体制の整備 

課題番号：Ｈ２９―難治等（免）― 一般―１０１ 
研究代表者：所属機関 慶應義塾大学医学部内科学（血液）教室 

氏  名 岡本 真一郎 
研究分担者：所属機関 久留米大学医学部 内科学講座 血液・腫瘍内科部門 

氏  名 長藤 宏司 
 

Ａ. 研究目的 
非血縁者間同種造血幹細胞移植における、骨髄と
末梢血幹細胞を移植源とすることによる移植成績
を比較検討することで、非血縁者間における造血
幹細胞移植を最適化する。 
 
Ｂ. 研究方法 
移植登録一元管理プログラム(TRUMP)に登録さ
れた、 
非血縁者間同種造血幹細胞移植において、骨髄移
植と末梢血幹細胞移植の成績を、後方視的に解析
する。 
＜倫理面への配慮＞ 
TRUMPデータは、匿名化されている。 
 
Ｃ. 研究結果 
症例蓄積を重ねている。 
非血縁末梢血幹細胞移植（URPBSCT）の多施設前
向き観察研究で、2011年から2014年の間に、51人
の患者が、HLA8/8一致ドナーからのURPBSCTを
施行した。患者の年齢の中央値は50歳、21人が高
リスク、骨髄破壊的前処置は31人の患者に使用さ
れ、タクロリムスに基づくGVHD）予防が使用さ
れた。累積生着率96％、生存者の追跡期間の中央
値は610日で、100日および1年の全生存率はそれぞ
れ86％と59％であった。gradeIIからIVの急性GV
HDおよび1年でのextensive慢性GVHDの発生率
は、それぞれ25および32％であった。 
 
Ｄ. 考察 
本邦において、非血縁者間同種造血幹細胞移植に
おける骨髄移植vs末梢血幹細胞移植の、前方視的
な無作為割り付け試験が困難な状況から、後方視
的な検討による、非血縁者間同種末梢血幹細胞移
植の成績解析は、重要な臨床的意味を持つ。 
 
Ｅ. 結論 
非血縁者間同種造血幹細胞移植における、幹細胞
ソースによる移植成績への影響について、継続的
に検討する必要がある。 
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